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車椅子安全装置
(リアルタイムバックウオッチャー)

～AI搭載車椅子による身体障がい者外出支援～

概要
身体障がい者の外出時の危険を回避する目的で、物体検出AIを搭載した車椅子を「RaspberryPi 4」を用いて開発した。環境認識や自動回避などの機能を

実装した障害物の回避や自動追尾などの機能を提供してくれるAI技術を利用した車椅子が自動運転を実現しているが、

高価なうえに人間ではなく機械が障害物の回避を行っていて誤認識や認識できないため、
後方からの危険の多くがカバーしきれていない。

そこで、物体検出AIを用いて後方を確認できる機能を車椅子に後付けで持たせることを考えた。
これは物体検出AI「YOLOv8」を用いて後ろから接近する自動車や自転車をモニターに表示し利用者に警告をし、誤認識の場合に備え利用者自身モニ
ターで確認できるようにすることで、交通事故の防止につなげることが可能だ。（現在はリアルタイムでの物体検出ができる実装に成功！）

また、GPSモジュールを用いた危険箇所のワンクリック登録とデバイスでの確認により危険箇所の事前回避が可能になる。更に危険箇所に入り身動き
が取れなくなったとき支援者の方に支援を要請する通知を送るようにするとともに支援者の方にも危険箇所の要録をしてもらうことで危険回避の確立

をより上げることができる。
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